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長崎県におけるロタウイルスの感染源調査（2022年度）
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は じ め に

ロタウイルスは、乳幼児の重症急性胃腸炎の主要

な病原体で、下痢、嘔吐、発熱などの症状を引き起

こす。通常1週間程度で回復するが、他のウイルス性

胃腸炎に比べると重度の脱水症状を呈することが多

く、けいれんや腎不全、肝機能障害、脳炎・脳症な

どの合併症を引き起こすことがある。ロタウイルスに

対する治療薬はなく、対症療法のみであるが、重症

化予防を目的として、2020年10月よりワクチンの定

期接種が開始された。ワクチン導入にあたり、厚生

労働省は、ワクチン効果の把握や流行監視を目的

に、2021年度より感染症流行予測調査実施要領に

基づく、ロタウイルスの感染源調査を開始した。初年

度から参加している3府県に続き、本県も2022年度よ

り本調査に協力することとした。

今回、2022年度の上記調査の概要および結果に
ついて報告する。

調 査 方 法

１ 検査材料

検査材料は、本調査の協力医療機関において、

2022年6月～2023年3月に感染性胃腸炎と診断され
た15歳以下の患者から採取された便または直腸拭
い液43検体を対象とした。また、患者情報は、協力
医によって記入・提出された「ロタウイルス感染症

感染源調査用 調査票」をもとに集計した。

２ 検査方法

感染症流行予測調査事業検査術式に基づき、ロ

タウイルス、ノロウイルス（NoV）、サポウイルスのリア
ルタイムRT-PCRによる遺伝子検出を試みた。遺伝

子が検出された場合には、conventional RT-PCRお
よびシークエンス解析による遺伝子型別を行った。

また、当センター独自の検査項目として、エンテロウ

イルス、ヒトパレコウイルス、アデノウイルスの遺伝子

検出を検査標準作業書に基づき実施した。

調 査 結 果 及 び 考 察

2022年度に搬入された検体の検査結果を検体採
取月別に図1に示す。43検体中19検体からウイルス
遺伝子が検出されたが、本調査の目的であるロタウ

イルス遺伝子は検出されなかった。一方、検査術式

の対象ウイルスであるノロウイルス遺伝子が1月に採
取された3検体から検出され、ウイルス型別のための
ウェブツール１）により型別した結果、いずれもGⅡ.4
であった。

また、当センター独自に実施した検査項目につい

て、アデノウイルス遺伝子が4検体、ヒトパレコウイル
ス遺伝子が12検体から検出された。アデノウイルス
は、すべてアデノウイルス41型（Ad41）で、9月～12
月に検出された。パレコウイルスは、7月にヒトパレコ
ウイルス3型（HPeV3）が3検体、9月と3月にヒトパレコ
ウイルス1型（HPeV1）が5検体から検出され、残る3
検体は遺伝子量が少なく、型別できなかった（ヒトパ

レコウイルス型別不明：HPeV UT）。
以上の結果をみると、検体数は少ないながら、

HPeV3は初夏、Ad41は秋～冬、NoVは冬と、ウイル
スの検出に季節性が認められる傾向にあった。今後

検体数を増やすことができれば、ウイルスの流行の

把握にも有用であると考える。

また、ウイルス遺伝子が検出された検体の患者情
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図1 検体採取月別ウイルス遺伝子検出結果（n = 43）

表１ 2022年度 ロタウイルス感染症 感染源調査用 調査票に基づく患者情報

報を表1に示す。今後患者情報を蓄積し、検出ウイ
ルスと症状などの関係について考察していきたい。

ま と め

2022年度よりロタウイルスの感染源調査を開始し
た。2022年度搬入された検体からロタウイルス遺伝
子は検出されなかったが、ワクチン効果の把握や流

行監視のためには本調査に継続して取り組んでいく

ことが重要である。また、ロタウイルスの検出だけで

はなく、その他のウイルスの検査を行うことにより、県

内の感染性胃腸炎の原因となるウイルスの把握にも

有用な調査であると考えられるため、今後も本調査

を実施していきたい。
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検体番号 検体採取日 性別 年齢 流行状況
下痢

持続時間
下痢

最大回数
嘔吐 発熱

ワクチン
接種歴

検出ウイルス

R22004 2022/7/7 男 0歳8か月 あり 1～4日 1～3回 あり なし あり HPeV3
R22009 2022/7/28 女 2歳7か月 あり（家庭） 6日以上 6回以上 なし なし なし HPeV3
R22010 2022/7/28 女 1歳5か月 あり（家庭） 6日以上 6回以上 なし なし あり HPeV3
R22013 2022/9/2 女 0歳7か月 なし 6日以上 6回以上 なし なし あり HPeV1
R22014 2022/9/2 女 0歳7か月 なし 6日以上 6回以上 なし なし あり HPeV1
R22015 2022/9/9 女 1歳9か月 あり（保育所） 1～4日 6回以上 あり なし あり Ad41
R22019 2022/9/13 女 1歳2か月 不明 1～4日 1～3回 あり なし あり Ad41
R22020 2022/9/15 男 4歳10か月 なし 1～4日 1～3回 なし なし あり HPeV UT
R22021 2022/9/20 男 0歳7か月 なし 6日以上 6回以上 なし なし あり HPeV1
R22024 2022/10/7 男 1歳5か月 あり（保育所） 1～4日 1～3回 なし なし あり HPeV UT
R22025 2022/10/19 男 7歳3か月 あり（学校） 1～4日 4～5回 なし あり あり Ad41
R22031 2022/12/20 女 1歳10か月 あり（保育所） 1～4日 4～5回 なし なし 回数不明 Ad41
R22034 2023/1/15 男 1歳1か月 あり（家庭） 6日以上 4～5回 なし なし あり NoV GⅡ
R22036 2023/1/17 男 2歳2か月 あり（保育所） 1～4日 4～5回 なし なし あり NoV GⅡ
R22037 2023/1/19 女 1歳4か月 あり（保育所） 1～4日 1～3回 あり あり あり NoV GⅡ
R22041 2023/3/6 女 0歳4か月 なし 6日以上 4～5回 なし なし あり HPeV UT
R22043 2023/3/10 男 1歳5か月 あり 1～4日 4～5回 なし なし あり HPeV1
R22044 2023/3/10 男 0歳5か月 あり 1～4日 4～5回 なし なし あり HPeV1
R22045 2023/3/29 男 0歳9か月 なし 1～4日 1～3回 なし あり 1回 HPeV UT


